
平成２７年度 

 

推 薦 入 試 試 験 問 題 

（第一部 商経学科） 

 

 

注 意 事 項 

１ 解答は，すべて解答用紙に横書きで記入してください。 

２ 白紙は下書きとして使用してください。 

３ 受験票と問題用紙・下書き用紙は持ち帰ってください。 

  

 －第一部 商経４－１－ 



あ課 題  

以下の文章は，黒川創著の『国境』に所収された「
ひなむけ

船迎」（初出，1996 年 10 月）の一節で

ある。文章を読んで，後の問いに答えなさい。 

 

 

【省略】 
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【省略】 

 

 

 

（黒川創『国境』，メタローグ，1998 年，11～14 頁） 

 

 

注１ 小説家。1943 年生 1992 年没。家族の問題をテーマに執筆。『うっほうっほ探検隊』

『黄色い髪』などがある。 

 

注２ 1984 年に廃止されるまでの 70 年間，鹿児島県内唯一の私鉄として営業。1914 年に伊

集院・伊作間で，さらに加世田・伊作間が開業。1931 年には加世田･枕崎間が開通した。 
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図 南薩鉄道路線図 

【省略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊西鹿児島駅は現在の鹿児島中央駅である。 

（『軌跡 南薩鉄道 70 年』，鹿児島交通株式会社発行，1985 年，4 頁） 

 

問１ 下線部Ａの「礼儀」とはどのようなものであるか。あなたの考えを述べなさい。 

 

問２ なぜ，下線部Ｂのように，内陸部にある伊集院駅が「国境」近くの要駅となるのか。

陳情団の目的地をふまえて，図を参照してその理由について述べなさい。 

 

問３ 文章にあるように，かつて鹿児島県内に「国境」があった。そのことをふまえて，現

代世界における国境について論じなさい。 
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